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当社の沿革（会社設立～館統合）

京都ステーションセンター㈱ ㈱京都駅観光デパート

1977.4.11 京都ステーションセンター㈱設立 1952.7.1.8 ㈱京都駅観光デパート設立

1980.11.27 「京都駅前地下街ポルタ」開業 1952.10.14 京都駅観光デパート営業開始

1997.9.11 京都駅ビル開業 1997.9.11 「京都駅ビル専門店街The CUBE」開業

1997.11.21 西エリア飲食ゾーン、増床・RNオープン 2014.3.20 B2Fリニューアルオープン

2009.3.20 全館RNオープン 2015.3.30 11Fリニューアルオープン

2012.3.8 東エリアRNオープン 2016.4.29 鉄道博物館にて営業開始

2014.3.20 西エリアRNオープン 2018.10.11 京名菓・名菜処亰オープン

2018.3.20 東エリア飲食ゾーンRNオープン 2019.3.19 B1Fリニューアルオープン

2020.11.27 京都ポルタ開業40周年

2022.3.25 ポルタダイニングRN第１期オープン 2022.6.1 直営部門をＪＲグループ会社へ移管

2022.7.1 ㈱京都駅観光デパートと合併、ＪＲ西日本京都ＳＣ開発㈱へ商号変更

2022.8.26 ポルタダイニングRN第２期オープン

2023.3.1 館統合「京都駅前地下街ポルタ」＋「京都駅ビル専門店街The CUBE」＝「京都ポルタ」



参考（ポルタダイニングリニューアル）環境デザイン



参考（ポルタダイニングリニューアル）店舗イメージ



ＫＥＳ取組事例紹介
JR西日本京都SC開発㈱



ＫＥＳ取組（環境改善目標の推移 第１期）

京都SC

総務企画部 営業推進部 技術管理部

2017 2018 2019

木津屋橋ビル（本社） ○ ○ ○

地下街 ○ ○ ○

省資源 紙使用量削減 コピー用紙 ○ ○ ○

廃棄物削減 食品残渣量削減 飲食店 ○ ○ ○

防火防災 訓練参加率向上 ○ ○ ◎ 訓練実施定常化につき終了

食の安全 ＢＭＬ95点以上 ○ ○ ○
安全安心

環境改善目標
第１期 記事

〇…実施、◎…終了

省エネルギー 電気使用量削減

社内取組み体制

取組み策定

課　題

限定的

情報未共有

トップダウン

固定



2017 2018 2019 2020 2021 2022

木津屋橋ビル（本社） ○ ○ ○ ○ ○ ○

地下街 ○ ○ ○ ○ ○ ○

駅ビル △ 合併により管理箇所を拡大

コピー用紙 ○ ○ ○ ○ ◎ 使用量削減意識定着したとの判断のもと終了

販促物（リーフレット、ＤＭ） ◎ デジタルサイネージ、電子メール化により削減

食品残渣量削減 飲食店 ○ ○ ○ ○ ○ ○

フードロス対応 事例水平展開等 ○ ○ ○

環境対応推進 プラレジ袋削減、プラ製品有料化 ○ ○ ○

防火防災 訓練参加率向上 ○ ○ ◎ 訓練実施定常化につき終了

食の安全 ＢＭＬ95点以上 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緊急通報減少 ◎ 緊急通報の認識を再定義

万引き事案減少 ○ 店舗側の懸案事項を一体で改善するKES取組み

カード返却減少 〇 ◎ 注意喚起対策やハード面改善（警報強化）により終了

閉店時処理忘れ減少 〇 〇

月40時間ゼロ ○

超勤時間削減 ○

36協定遵守、体調不良者ゼロ ◎

ＣＳ・ＥＳ アンケート評価向上 ○ ○

限定的→全社運動

情報未共有→経営会議月次報告

トップダウン→ボトムアップ ボトムアップ 最高責任者によるトップダウン方式から変更

固定（期毎）→変動（年毎） 年毎に改善進捗状況により、取組み内容を見直し

環境改善目標
第１期 第２期 記事

〇…実施、◎…終了、△…試行

省資源 紙使用量削減

廃棄物削減

安全安心

環境の安全

省エネルギー 電気使用量削減

課　題

社内取組み体制
限定的 全社運動

情報未共有 月次報告

取組み策定
トップダウン

固定 変動

コンプライアンス
超過勤務時間

ＫＥＳ取組（環境改善目標の推移 第１期～第２期）

京都SC

経営企画部 総務部 営業本部 技術管理部



ＫＥＳ取組（食品残渣量削減）2021年度

ポルタ管理課

店番 店名 業種 生ごみの特徴 写真

1 511 熊五郎 ラーメン 1,282 ㎏ 1,198 ㎏ 2,480 ㎏ 豚骨等のだし殻、食品残渣

2 510 杵屋 うどん・定食 1,197 ㎏ 979 ㎏ 2,176 ㎏ 調査中

3 607 イノダコーヒー 喫茶・洋食 946 ㎏ 677 ㎏ 1,623 ㎏ 調査中

4 601 グランディール ベーカリー 886 ㎏ 721 ㎏ 1,607 ㎏ 大量のパンが多い

5 512 東洋亭 洋食 797 ㎏ 782 ㎏ 1,580 ㎏ 肉中心の食品残渣が多い

6 504 とんかつKYK とんかつ 843 ㎏ 629 ㎏ 1,472 ㎏ 大量のキャベツ等が多い

7 608 金沢まいもん寿司 回転寿司 778 ㎏ 611 ㎏ 1,390 ㎏ 漁獲類等の食品残渣が多い

8 522 富士屋 そば 699 ㎏ 604 ㎏ 1,303 ㎏ 調査中

9 507 リプトン 喫茶・洋食 584 ㎏ 575 ㎏ 1,160 ㎏ 調査中

10 609 一風堂 ラーメン 615 ㎏ 488 ㎏ 1,103 ㎏ 調査中

合計 8,628 ㎏ 7,264 ㎏ 15,892 ㎏

ポルタ全店舗 16,612 ㎏ 13,302 ㎏ 29,913 ㎏ 上位10店舗の排出量は全体の約53％

大量生ごみ排出上位10店舗一覧表

4月排出量 5月排出量 合計



ＫＥＳ取組（食品残渣量削減）2021年度

うどん店面談結果

【現状分析】
・事業系ごみの組成について
事業ごみの内、生ごみシェア４４．３％ → 生ごみ内訳：調理くず ６４．２％、食品ロス ３５．８％
→ 調理くずと食品ロス双方の対策を採る必要がある。

・生ごみの発生抑制・リサイクルでごみ減量 → 調理くずは水切りで、食品ロスは使い切り、食べきりで対応
・毎月の生ごみ排出量について → （店長）全く把握はしていない。
・生ごみの減量化についての店員への意識の浸透 → 浸透していない（させていない）

【問題点】
・意識して水切りを行っていない。
ダシ殻(かつお節等)が大量発生も、意識して水切りはしていない。大量に出る茹でうどんは、相当水分を含んでいると思われるが無策である。

・店員に対し、生ごみ減量について指導教養をしたことがない。
朝の開店前に店内で朝礼を行っているが、店員に対しごみの減量化について指導教養したことがない。

・食品ロスが多い。
閉店直前に多量のうどんを茹でることが多いが、売れ残った茹でうどんが全て生ごみとして排出される。

【減量化に向けた改善方策】
・水切りの励行
出し殻を生ごみ袋に入れる際には、必ず手で絞る等の水切りを徹底する。また、茹でうどんについても、可能な限り手で絞る等の水切りを実施する。
・水切り担当責任者の指定
水切りを確実に行うために店に水切り担当責任者を設定する。
・店員に対する指導教養
朝の朝礼等において生ごみ減量について指導していきたい。当社担当者も指導教養をヘルプする。
・食品ロスの削減
売れ残った茹でうどんを安値で店員に売却する等の工夫を検討するように依頼。

【数値目標の設定】
・7月の数値目標 ６月排出量９０４キログラムの▲１割を削減 → ８１３キログラム以下

7月1日から7月15日までの排出量を店長にフィードバックする。
8月上旬に再度、店長と面談し7月の排出量について検討する。

【その他】
・京都市のゴミ減量化に向けた制度（食べ残しゼロ推進店舗制度）の導入検討を依頼した。

・最近、産廃ごみの中に水分等の生ごみが多く含まれている。産廃ごみの中に生ごみを絶対混入させないよう指導した。



ＫＥＳ取組（2022年度の改善環境目標の設定に当たって）

この経営課題をＫＥＳ
で取り組むように！

2021年度まで
トップダウン方式

2022年度から
ボトムアップ方式

①実行責任者で検討

②社長へプレゼン

③社長の承認を経て
取り組み決定



ＫＥＳ取組（省エネルギー 2022年度4月～１月進捗状況）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

1 電力使用量 （コロナ対策）換気実施と適正温度利用 目標値（単位：百kWh） 140 110 120 131 148 139 126 117 148 182

木津屋橋ビル 1 営業時間に合わせた空調時間設定 実績値 129 108 120 145 155 145 112 111 131 172

（2019年度実績値３％削減） 2 サーキュレーターの活用 各月毎達成度（％） 108.5% 101.9% 100.0% 90.3% 95.5% 95.9% 112.5% 105.4% 113.0% 105.8%

1,704百kwh 3 執務室不在部署のON/OFF徹底 目標累計値 140 250 370 501 649 788 914 1,031 1,179 1,361

4 電気使用機器類等のOFF呼び掛け 実績累計値 129 237 357 502 657 802 914 1,025 1,156 1,328

5 LED化検討・実施 累計達成度（％） 108.5% 105.5% 103.6% 99.8% 98.8% 98.3% 100.0% 100.6% 102.0% 102.5%

6 CO２削減の植木 適合性評価（各月） Ａ Ａ Ａ B B B Ａ Ａ Ａ Ａ

電力使用量 1 ＡＩスマート空調導入（2022年夏） 目標値（単位：千kWh） 731 774 900 1,165 1,164 1,014 984 841 873 922

地下街全体 電気使用目標値（10,768千kwh※） 実績値 791 859 893 1,043 1,076 1,011 893 806 817 871

（2019年度実績値３％削減） ※AIスマート空調導入後の削減見込期間は 各月毎達成度（％） 92.4% 90.1% 100.7% 111.7% 108.1% 100.3% 110.2% 104.4% 106.8% 105.9%

10,961千kwh 2022年10月～2023年3月として試算。 目標累計値 731 1,504 2,404 3,569 4,732 5,746 6,730 7,571 8,444 9,366

2 バックヤード照明ON/OFFの徹底 実績累計値 791 1,650 2,543 3,586 4,662 5,673 6,566 7,372 8,189 9,060

3 空調機フィルターの定期的清掃励行 累計達成度（％） 92.4% 91.2% 94.5% 99.5% 101.5% 101.3% 102.5% 102.7% 103.1% 103.4%

4 新店店舗内照明のLED化推奨 適合性評価（各月） B B A A A A Ａ A A A

目標と日程
環境改善目標 具体的施策

①

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

②



 神戸大学と連携し、AIスマート空調の導入に向けて検討を進め、昨年度には実証実験を
実施した。費用対効果を検討した結果、AIスマート空調導入は行わないものの、高騰する電
気料の削減を目的として、実証実験結果を活かした手動でのコントロールを実施した。

 現在の取り組み
・ 昨年度の実証実験結果を参考にしながら、館内の空調機を手動でのコントロールを実施。
ポルタ9～2月電力量では、対前年比△230,800kwh削減し、約6百万円の削減効果につながった。

・ 今後も館内空調機の稼働や、外気冷房等を活用しながら、省エネルギーを図っていく。

 AIスマート空調の仕組み

ＫＥＳ取組（通路系統空調制御省エネ取組み）2022年度



ＫＥＳ取組（廃棄物削減 2022年度4月～１月進捗状況）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

3 食品残渣量の削減 1 前月比10%減目標の設定(生ゴミ削減意識の醸成) ①目標値（単位：ｔ） 32 25 27 32 35 29 37 44 45 35

（2019年度実績値４％削減） 2 生ゴミ計量データのフィードバック ②売上連動（2019年度比） 72.1% 68.0% 59.9% 61.8% 63.6% 98.2% 110.1% 101.5% 105.4% 108.9%

389,200kg 3 生ゴミの水濡れ防止と水切りの徹底

4 テナントに対する適時適切なアドバイス

5 フードロス対応との連携 ④実績値 22.5 19.9 16.1 16.9 18.4 22.4 24.0 26.0 26.1 25.1

目標累計値 32 57 84 116 151 180 216 261 306 341

⑤連動目標累計値 23.0 40 56.1 75.8 98.0 126.4 167.1 211.8 259.2 297.3

⑥実績累計値 22.5 42.4 58.5 75.4 93.8 116.2 140.2 166.2 192.3 217.4

適合性評価（各月） A B A A A A A A A A

フードロス対応 1 ロスが減る取り組みの推奨 目標値（単位：店舗割合） 60%

（2019年度実績値４％削減） 2 新店へこれまでの取り組み紹介 実績値 100%

3 フードロス事例の水平展開 各月毎達成度（％） 166.7%

4 新規取組（販売会）等の検討 目標累計値 60%

5 廃棄物削減対応と連携 実績累計値 100%

累計達成度（％） 166.7%

適合性評価（各月） A

環境対応推進 1 プラレジ袋削減の取り組み 目標値（単位：店舗数） 3

2 プラ製品有料化に向けた取り組み 実績値 1

3 節水水栓、無洗米の取組み紹介 各月毎達成度（％） 33.3%

4 新店へこれまでの取り組み紹介 目標累計値 3

実績累計値 1

累計達成度（％） 33.3%

適合性評価（各月） C

102.2% 85.4% 100.0% 116.5% 120.6% 126.7% 169.6% 171.9% 181.7% 151.8%

23.0 17.0 16.1 19.7 22.2 28.4 40.7 44.7 47.4 38.1

目標と日程

102.2% 94.3% 95.9% 100.5% 104.4% 108.7% 119.1%

各月毎達成度（％）

売上連動、（③÷④）

環境改善目標 具体的施策

①

廃
　
棄
　
物
　
削
　
減

② 目標：参加店舗割合
2022年９月６割
2023年３月８割

2023年度全店舗参加

③
（目標）

2022年９月３店舗
2022年３月５店舗

合計８店舗

127.4% 134.8% 136.7%
累計達成度（％）

（⑤÷⑥）

③連動目標値（単位：ｔ）

　　　　（①×②）



ＫＥＳ取組（安全安心 2022年度4月～１月進捗状況）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

4 安全安心な環境醸成 1 店舗診断 目標値（単位：件数） 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

（目標） （店舗・スタッフへの声掛け・助言） 実績値 3 3 2 2 5 3 5 4 8 6

万引き発生件数減少 2 万引きＧメンによる抑止対策 各月毎達成度（％） 166.6% 166.6% 200.0% 200.0% 100.0% 166.7% 100.0% 125.0% 62.5% 83.3%

2019年度58件 3 万引き抑止対策８則の実践指導・検証 目標累計値 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

→2021年度70～80件（見込） 4 ITVデータの活用（画像登録、検知） 実績累計値 3 6 8 10 15 18 23 27 35 41

月間目標：５件以内 5 お客様・関係者への広報・啓発 累計達成度（％） 166.6% 166.6% 187.5% 200.0% 166.0% 166.0% 152.2% 148.1% 128.5% 121.9%

既存 適合性評価（各月） A A A A A A A A C C

食の安全・食品衛生管理 1 厨房等衛生状況の点検 計画実施項目 BML BML

2 食品衛生管理状況調査(BML)実施

3 食品衛生講習の開催(動画研修を含めてデジタル化での実施)

4 食品衛生研修(飲食・食物販)のWEB受講者増加・受講確認の振り返りテスト 各月毎達成度（％） 100.7% 101.0%

5 新店開業前のBML事前監査の実施 適合性評価（各月） A A

カード返却忘れ 1 ショップ対応の見直し 目標値（単位：件数） 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

クレジットカード 現在、年度中3回で本部面談としているが、1ヵ月(30日間)で2回以上の連続 実績値 5 2 3 8 4 3 1 1 1 0

ポルタクラブカード 発生で本部面談とし、ミスが発生する環境や意識がショップにあることを 各月毎達成度（％） 140.0% 200.0% 200.0% 87.5% 175.0% 200.0% 200.0% 200.0% 200.0% 200.0%

早期に認識してもらい、会社として指導改善を図ってもらう。 目標累計値 7 14 21 28 35 42 49 56 63 70

2 本部面談後の対策と結果の蓄積（本部面談時に、短期間で連続発生する原因を明らかにし、対策、結果報告、蓄積） 実績累計値 5 7 10 18 22 25 26 27 28 28

3 効果的な対策のまとめと共有（原因⇒対策⇒結果を蓄積して、効果的な取組のま とめを作成、店長会で水平展開） 累計達成度（％） 140.0% 200.0% 210.0% 155.6% 159.1% 168.0% 188.5% 207.4% 225.0% 250.0%

4 システム改修（スピード、音声） 適合性評価（各月） A A A C A A A A A A

閉店時処理忘れ 1 店長会での注意喚起 目標値（単位：件数） 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

防火戸・くぐり戸施錠 2 報告書による再発防止策の提出 実績値 1 0 3 1 1 2 2 1 1 2

（目標） 3 本社担当者面談 各月毎達成度（％） 200.0% 200.0% 100.0% 200.0% 200.0% 150.0% 150.0% 200.0% 200.0% 150.0%

2022年度月３件以内 4 新店への説明 目標累計値 3 6 9 12 15 18 21 24 27 30

実績累計値 1 1 4 5 6 8 10 11 12 14

累計達成度（％） 300.0% 600.0% 225.0% 240.0% 250.0% 225.0% 210.0% 218.2% 225.0% 214.3%

適合性評価（各月） A A A A A A A A A A

95.7実績

環境改善目標 具体的施策

①

安
全
安
心

②
目標：95点以上

③

④

昨年度実績（86件以内）
月７件以内

目標と日程

96



ＫＥＳ取組（コンプライアンス 2022年度4月～１月進捗状況）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

5 36協定遵守 1 管理者による部下社員の適正な労働時間管理 目標値（単位：件数） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 更なるフレックスタイム制の有効活用 実績値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 36協定に記載された長時間労働者に対する適切な医師の面談実施等 各月毎達成度（％） 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

目標累計値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績累計値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

累計達成度（％） 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

適合性評価（各月） A A A A A A A A A A

CS・ES向上 1 2021年ESアンケート結果に対する改善取り組み 計画実施項目 ES

（目標） 2 そこまで言って委員会の定期開催

ESアンケート75点以上 3 2022年度は12月頃ESアンケート実施

社員アンケート充実度70点以上 4 社員アンケート実施による課題抽出 各月毎達成度（％） 100.0%

5 課題に対する改善に向けた取り組みの実施 研修の実施（ハラスメント、LGBT、ジェンダーフリー等) 適合性評価（各月） A

実施
②

目標と日程

実績

①
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

36協定に対する違反がないか毎
月確認。また、超勤による体調不
良者の有無を確認。
①体調不良者の有無
②特別条項超過の人数
③事前協議した人数

環境改善目標 具体的施策



改善目標・具体的施策

（コロナ対策）換気実施と適正温度利用

営業時間に合わせた空調時間設定

サーキュレーターの活用

執務室不在部署のON/OFF徹底

電気使用機器類等のOFF呼び掛け

LED化検討・実施

CO２削減の植木

（2019年度実績値３％削減）

1,704百kwh

2022年度

2023年度～2025年度

(2019年度実績1,757百kwh)

2023年度(4%減)：1,687百kwh
2024年度(5%減)：1,669百kwh
2025年度(6%減)：1,652百kwh

営業時間に合わせた空調時間設定

サーキュレータ―の活用

夏季冷房時の適正温度の調整

LED化の推進

執務室不在部署のON/OFF徹底

電気使用機器類等のOFF呼びかけ

ＫＥＳ取組（2023年度案 電気使用量削減 木津屋橋ビル）



改善目標・具体的施策

2022年度

2023年度～2025年度

ＫＥＳ取組（2023年度案 食品残渣量削減）

前月比10%減目標の設定
(生ゴミ削減意識の醸成)

生ゴミ計量データのフィードバック

生ゴミの水濡れ防止と水切りの徹底

テナントに対する適時適切なアドバイス

フードロス対応との連携

ポルタ
（2019年度実績値４％削減）

389,200kg

ザ・キューブ
コロナ前：平均450kg/日
コロナ禍：平均300kg/日

京都ポルタ
（東西エリア）

2019年度実績値405,400Kg
2023年度「５％削減」：385,130Kg
2024年度「６％削減」：381,706Kg
2025年度「７％削減」：377,022Kg

（駅ビルエリア／南エリア、ポルタスカ
イダイニング）

2023年度計量開始・目標策定

前月比10％減目標の設定
(生ゴミ削減意識の醸成)

駅ビルエリア飲食店に対する段階的削減指導

生ゴミ削減優良店舗に対する賞揚措置

生ゴミ分別によるバイオ生ゴミ化の促進

フードロス対応との連携



改善目標・具体的施策

2022年度

2023年度～2025年度

健康管理を経営課題として捉え、従業員の健康維
持及び増進、更には生産性向上を目標として、健康
サポートアプリをコミュニケーションツールとして活用し
て、楽しく健康経営に取組む。

併せて、健康優良法人の認定も目指す。

2023年度：アプリの参加率により評価
Ａ（100～80）、Ｂ（79～60）、Ｃ（59以下）

2024年度：前年度実績の改善を目標
①歩数②健康スコアの10％増目標

2025年度：導入年度対比で評価
BMI値が減少した割合

Ａ（100～80）、Ｂ（79～60）、Ｃ（59以下）

ＫＥＳ取組（2023年度案 36協定遵守→健康経営）

36協定に対する違反がないか、また、超勤
による体調不良者の有無を毎月確認。

①体調不良者の有無
②特別条項超過の人数
③事前協議した人数

管理者による部下社員の適正な労働時間管理

更なるフレックスタイム制の有効活用

36協定に記載された長時間労働者に対する
適切な医師の面談実施等



ＫＥＳ取組（環境改善目標の推移 第１期～第３期）
第３期

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

木津屋橋ビル（本社） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地下街 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

駅ビル △ ○ 合併により管理箇所を拡大

コピー用紙 ○ ○ ○ ○ ◎ 〇 合併により使用量増加傾向のためKES取組み復活

販促物（リーフレット、ＤＭ） ◎ デジタルサイネージ、電子メール化により削減

食品残渣量削減 飲食店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

フードロス対応 事例水平展開等 ○ ○ ○ 〇

プラレジ袋削減、プラ製品有料化 ○ ○ ○ 〇

水質改善、水使用量削減取組み検討 〇 水資源について第３期で検討開始

防火防災 訓練参加率向上 ○ ○ ◎ 訓練実施定常化につき終了

食の安全 ＢＭＬ評点向上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 従来の基準95点以上に80点未満ゼロ等の基準を加算

緊急通報減少 ◎ 緊急通報の認識を再定義

万引き事案減少 ○ 〇 店舗側の懸案事項を一体で改善するKES取組み

カード返却減少 〇 ◎ 注意喚起対策やハード面改善（警報強化）により終了

閉店時処理忘れ減少 〇 〇 〇

月40時間ゼロ ○

超勤時間削減 ○

36協定遵守、体調不良者ゼロ ◎

健康経営 健康アプリ活用 〇

ＣＳ・ＥＳ アンケート評価向上 ○ ○ 〇

限定的→全社運動

情報未共有→経営会議月次報告

トップダウン→ボトムアップ 最高責任者によるトップダウン方式から変更

固定（期毎）→変動（年毎） 年毎に改善進捗状況により、取組み内容を見直し

環境対応推進

廃棄物削減

環境の安全

安全安心

超過勤務時間

第１期 第２期

電気使用量削減省エネルギー

紙使用量削減省資源

超勤を単純に減らす目標から社員の健康管理へ移行

記事

〇…実施、◎…終了、△…試行

課　題

限定的 全社運動

月次報告情報未共有

ボトムアップトップダウン

社内取組み体制

変動固定
取組み策定

環境改善目標

コンプライアンス



2022.1.22 プレス発表



自動販売機fuubo(京都府×ポルタ×ZERO×ウェザーニュース)
・府内の食品ロス削減に向け、四者協定を締結し、連携した取り組みを実施
・京都府が募った事業者から集めた未利用食品を販売（ポルタテナント参加も検討）
・将来的には、消費期限のあるパンや弁当の販売も検討 ※現行では消費期限商品の取り扱いが困難

2022.4.19 プレス発表



ＣＯ２ 約８割削減

コスト 微減

リサイクル 断念
（堆肥化検討）

種別 一般ごみ 生ごみ 産廃ごみ

内容

・竹串

・割り箸

・ティッシュ

・レシート（感熱紙）

・カーボン紙

・汚れた紙

・油のついた紙

・ペーパータオル

・煙草の吸殻

・紙コップ（防水加工）

・調理くず

・お茶ガラ

・食べ残し（残飯）

・食品の売れ残り

・廃プラスチック類

・リサイクル

　　アルミ缶

　　スチール缶

　　びん

　　ペットボトル等

・産業廃棄物

　　ガラスくず

　　陶磁器くず

　　電池

　　傘

　　蛍光灯等

裁断→埋立

裁断→再生
全量焼却全量焼却処理

→

【①環境負荷】

　ＣＯ２排出

【②コスト】

　３百万円／月

　　※収集運搬＋処理（焼却・その他）

【③環境改善】

　リサイクル

経営課題

ＫＥＳ取組（生ゴミ処理機導入の経緯）



 

脱炭素社会の実現に向けた取り組み 

生ゴミ処理機（バイオ型）の活用によるCO₂排出の削減 

2022.10.6 プレス発表



ご清聴賜りましてありがとうございました

ＪＲ西日本京都ＳＣ開発株式会社


